
第３章 まちなか医療施設の整備予定地の検討 

３－１ 整備候補地の抽出 

  まちなか医療施設は、前章での検討結果より、本市の中心市街地に立地することが望ましい。

そこで、中心市街地整備で継続的に進められている「島田市中心市街地活性化区域」の計画区

域及びその近接地を、候補地選定の対象エリアとした。 

 
 一方、新病院の規模は、現況病床数を前提とする場合は、約 38,000 ㎡と想定される。 

（考え方）新病院想定延床面積＝計画病床数×1 床当たり床面積＝536 床×70 ㎡／床 

             ＝37,520 ㎡ → 約 38,000 ㎡ 

    計画病床数：536 床（現在の病床数） 

    1 床当たり床面積：70 ㎡／床（400 床以上、20 科目以上の総合病院最近事例を参考に設定） 

     参照 p32「最近の総合病院事例一覧（400 床以上、20 科目以上の総合病院）」 

  このため、候補地は、容積率上限指定が 400%の商業地域でも最低 9,500 ㎡程度、容積率上

限指定が 200%の近隣商業や住居系地域では最低 19,000 ㎡程度の大規模用地が必要となる。 

  このような大規模の用地を確保するには、核となるべき種地なくしての確保は現実性が乏し

いと思われるため、対象エリア内で、用地確保のための種地が見込みうることも、候補地選定

の指標とした。 

  以上より選定された５か所の候補地は、下記のとおりである。 

 
 □整備候補地 

 
番 
号 

 
地区名称 

 
用途地区等 

（容積率／建蔽率）

 
最低必要敷地面積 
（必要延床面積÷ 
 指定容積率） 

 
備 考 

種地候補地 

１ 駅北西駐車場周辺
近隣商業・準工業 

（200／60） 約 19,000 ㎡ 大規模用地 
約 13,000 ㎡ 

２ 駅南口西側 第二種住居地域 
（200／60） 約 19,000 ㎡ （なし） 

３ 駅北口駐車場周辺
商業地域 

（400／80） 約 9,500 ㎡ 駅北口周辺駐車場 
約 2,800 ㎡ 

４ 市役所周辺 第二種住居地域 
（200／60） 約 19,000 ㎡ 市役所等の公益施設 

約 17,500 ㎡ 

５ 旧ジャスコ周辺 商業地域 
（400／80） 約 9,500 ㎡ 旧ジャスコ 

約 5,100 ㎡ 
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□病院候補地位置図 

 
 

 

-31-



□ 最近の総合病院一覧（400 床以上、20科目以上） 

 

出典：「近代建築」2008 年～2011 年医療施設特集号 
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（備考）病院敷地規模検討にあたっての留意事項 

 新病院の規模として算定した約 38,000 ㎡は、病院としての機能を果たす部分のみの床面積を

対象としている。この床面積の算定に当たっては、付属施設となっている駐車場や院内保育所、

医師住宅、看護専門学校については考慮していない。 

 この中で、来院者にとっても必要である駐車場について、現在の島田市民病院には 917 台分

あり、そのうち一般者等の駐車台数は 465 台、職員用は 452 台である。これらの駐車場の整備

については、新病院の敷地内に整備することや、新病院周辺の駐車場との連携を図ることによ

る対応などが考えられる。仮に、現在の一般者用等の駐車台数分相当として 500 台分を自走式

立体駐車場として整備する場合、自動車１台あたりに必要となる駐車場床面積を 25 ㎡/台とす

ると、約 12,500 ㎡ほどの床面積となる。 

 
  □自走式立体駐車場を整備する場合の規模の算定 

 整備台数  1 台あたり床面積  駐車場床面積 

  500 台 ×  25 ㎡/台   ＝ 12,500 ㎡ 

 
 このような規模が必要となる駐車場を、新病院と一体的に設けるか近隣に設けるかにより、

必要となる敷地面積や敷地形状は異なることに留意が必要であるとともに、駐車場整備の考え

方については今後の検討が必要である。 

 
  同様に、院内保育所等についても、新病院と一体的に整備するか近隣地に設けるかにより必

要敷地面積が異なることになるため、候補地検討にあたっての最低必要敷地面積については、

新病院の計画内容に基づいて検討することが必要である。 
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３－２ 整備候補地区の選定 

（１）選定の指標 

  候補地の選定は、はじめに、前節に示すまちなか医療施設の意義（期待される効果）が生じ

るよう、これらの効果に結びつく検討指標を設定して検討する。 まちなか医療に期待される８

つの効果をもとに、４つの検討指標に取りまとめた。 

 

（期待される効果）              （検討指標） 

 

○まちなかに、二次医療施設を中核に一

次医療施設から福祉・介護までが連携

する総合的医療・健康施設群の形成 

○中心市街地を都市生活拠点とする都市

構造の形成                         

○多様な都市機能が充足し、連携するま

ちの形成                       

○安全・安心の拠点形成 

○病院関係者の就業機会の向上、来院者

等や市民の医療機関への接近性・利便

性の向上                     

○中心市街地への来街者の増加            

○中心市街地活性化の継続的実施、空き 

店舗解消                        

○まちなか居住志向の向上 

 

 

 

①広域交通アクセスの良否 

（広幅員道路ネットワークに接続） 

 

②都市施設への接近性 

（公共施設・商店街との接近性） 

 

③安全・安心拠点形成 

（防災拠点（市役所等）への接近性） 

（まちなかでの視認性） 

（防火地域・準防火地区の指定） 

 

④日常的接近性 

（公共交通機関（JR・バス）への 

接近性）

一方、500 床を越える２次医療施設には、医療機能を円滑に発揮するために、周辺環境と出来

る限り整合すること及び医療施設として求められる機能を発揮できる敷地形状を備えていること

が求められる。そこで、⑤周辺環境との整合性及び⑥敷地形状の妥当性も選定指標として設定し

た。なお、医療施設（500 床程度）は、幅約 50ｍで建設されている事例も見られることから、60

ｍ以上の奥行きを持つ街区であることが必要と判断される（参考：「保健・医療・福祉施設建築情

報シート集 2004」（社団法人日本医療福祉建築協会）。 

 また、新病院整備の実現性を検討するため、「⑦中期間での実現性」も選定指標とした。 
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